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Ⅰ．

私た

JR 米

に貢献

昨年度

と課題

 

今年

する

いて調

「ウォ

と路上

方策に

前通

一方

進事業

在性

命の延

の解決

進に取

そ

め、

「駅

らな

先進事

受賞

ブル推

 

協議

て提出

 

Ⅱ．

現在

であ

わう表

大山

はじめに 

たち米子商工

米子駅南北一

献するとと

度からは、基

題を検討し新

年度設定した

中心市街地に

調査・研究を

ォーカブル推

上を一体的に

について、「

りの活性化」

方、米子市は

業」計画を策

・回遊性の向

延伸、コミュ

決や新たな価

取り組んでい

こで、私たち

「駅前通り」

駅前通りの

る「米子駅周

事例の文献に

した姫路市役

推進について

議、検討を

出する。 

背景と課題

在の駅前通

り、日常的に

表通りとなっ

を望むことが

工会議所青年

一体化事業推

もに、地域社

基本理念に掲

新たな提言に

たテーマ「中

に「人が集

を実施してい

推進」に着目

に使って、人

中心市街地活

」に重点を置

は「『新商都

策定し、ひ

向上による地

ュニティが生

価値の創造に

いる。 
ちは「駅前通

をウォーカ

ウォーカブル

周辺活性化連

における研究

役所担当課へ

て協議、検討

した結果を

題 

りは、米子駅

に自動車交通

っている。ま

が出来る米子

年部（以下、

推進及び米子

社会の健全な

掲げる「人の

に向けて調査

中心市街地活

う」ための方

いる。調査

目し、街路空

人々が集い憩

活性化と交通

置き検討を進

米子』のまち

と中心の豊か

地域消費や投

生まれること

につなげるた

通りの活性化

ブルな空間

ル推進」を検

連携会議」内

究に加え、今

へのヒアリン

討を進めた。

「駅前通りウ

駅と国道 9

通量が多く、

また、駅前通

子市のゲート

米子 YEG）

市への提言

な発展を図る

の集うまちづ

査・研究を行

活性化と交通

方策と、それ

・研究におい

空間を車中心

憩い多様な活

通インフラ整

進めてきた。

ちづくり 20

かな生活空間

投資の拡大、

とによる孤独

ため、駅前通

化」について

にする方策

検討するにあ

内の「駅周辺

今年度第 1

ングと現地視

 

ウォーカブル

号線を東西

、週末の夜に

通りからは、

トウェイであ

は、米子コン

など、活動を

る商工会議所

づくり」を実

行っている。

通インフラの

れに必要不可

いては、近年

心から”人中心

活動を繰り広

整備」と密接

 

22」の中で

間を実現させ

観光客の増

独・孤立の防

通りを含む米

て、米子市の

について研究

あたり、県

活性化検討部

回まちづく

視察を行いな

ル推進計画」

につなぎ米子

には軒を連ね

西に米子城

ありメインス

ンベンション

を通して米子

所活動の一翼

実現するため

 

の整備」では

可欠な交通イ

年全国的に取

心”の空間へと

広げられる場

接に関係した

「米子駅周辺

せるだけでな

増加、歩くこ

防止のほか、

米子駅周辺の

の計画と整合

究を進めた。

・市・JR・米

部会」に参画

りアワード国

ながら、駅前

としてまと

子市の玄関と

ねる飲食店へ

城、東には JR

ストリートと

ンセンター建

子市のまちづ

翼を担ってき

め、米子の将

は、米子市が

インフラ整備

取り組まれて

と再構築し、

場として活用

テーマであ

辺ウォーカブ

なく、歩行者

ことによる健

様々な地域

のウォーカブ

合し連携を図

 

米子商工会議

画するととも

国土交通大臣

前通りのウォ

とめ、提言書

となる重要な

へ向かう人々

R米子駅の背

なっている

 1 

建設、

づくり

きた。

将来像

が定義

備につ

ている

沿道

用する

る「駅

ブル推

者の滞

健康寿

域課題

ブル推

図るた

議所か

もに、

臣賞を

ォーカ

書とし

な通り

々で賑

背後に

。 



 

一方

されて

インス

この

中心市

目的

子駅南

称がい

に米子

化連携

賑わい

組み、

米子

さら

く歩

 

Ⅲ．

 

 

 

 

 

 

 

 

1．駅

（1）

 駅前

こと

性と役

※

〇

広

な

〇そ

確

い

方では、道路

ているものの

ストリートと

のため、米子

市街地の各エ

とした駅前通

南北自由通路

いなロード）

子市、鳥取県

携会議」が設

いづくりに関

、この事業の

子駅南北自由

には中心市街

くことが出来

駅前通りウ

駅前通りのウ

ウォーカブ

前通りのウォ

により、それ

役割を検討し

※米子市が進

カブル推進路

検討するにあ

リアに限定し

米子市の交

公共交通機

「駅前通り」

広げることの

な価値を創造

その方策とし

確保による渋

いひと中心の

路の構造が車

の、人が回遊

として賑わい

子市は令和元

エリアの特色

通りを含む

路等整備事業

）、米子駅南

県、JR 西日

設置、さらに

関する協定」

の効果を最大

由通路の開通

街地全体の賑

来るウォーカ

ォーカブル

ウォーカブル

ブル化の必要

ォーカブル推

れぞれの果た

した。 

める「『新商都

路線は「駅前通

あたり、その機

した。 

交通の発着点で

機関の利用促進

【人と車

を、沿道と

のできる「歩

造する空間と

して、車道の

渋滞の緩和や

の空間へと再

車道四車線の

遊し滞留する

いのあるウォ

元年にウォー

色を活かした

「米子駅周辺

業」を実施中

南広場が供用

本山陰支社

には令和 5年

」が締結され

大限に波及さ

通を契機とし

賑わい創出

カブルな空間

ル推進計画に

ル化の検討

要性 

推進を検討す

たすべき役割

都米子』のま

通り」の他に9

機能を明確にす

である米子駅が

進にもつながる

にやさしい

と路上を一体

歩行者利便増

とする。 

の三車線化・

やバス停・車

再構築する。

の車優先の道

る仕組みとな

ォーカブルな

ーカブル推進

た「居心地が

辺ウォーカブ

中であり、令

開始される予

社及び米子商工

年 2 月 17 日

れ、米子駅周

させる活動が

し、これらの

・活性化を図

間とすること

に係る提言

するうえで、

割を明らかに

ちづくり2022

つの路線が策

するため、ゾー

がウォーカブル

と考える。

いウォーカ

体的に使って

増進道路（ほ

歩道の拡張

車両停車帯を

 

道路となって

なっておらず

な道路となっ

進都市の指定

が良く歩きた

ブル推進事業

令和 5 年 8 月

予定となって

工会議所の四

に「米子駅周

周辺の活性化

が始まってい

の取組を最大

図るためには

とが必要不可

米子駅とそ

にし、駅前通

」では、「米子

定されている

ーン設定は米子

ルゾーンの発着

ブル空間の

、人々が集

こみち）」と

張を行い、右

確保するこ

ており、一定

ず、米子のゲ

っていない。

定を受け、令

たくなるまち

」を推進して

月に米子駅南

ている。そし

四者による

周辺地域を中

化に向けたま

いる。 

大限に活用し

は、駅前通り

可欠となって

その周辺をゾ

通りのウォー

子駅周辺」エ

が、駅前通りの

子駅北口と駅前

着点であること

の実現】 
い憩い多様な

とし、ウォー

折レーンの設

とで、車にも

定の歩道幅が

ゲートウェイ

 

令和 4 年 3 月

ちなか」の形

ている。また

南北自由通路

して、令和 4

「米子駅周辺

中心としたま

まちづくりに

した米子駅周

りを人が集い

ている。 

ゾーン分けを

ーカブル化の

リアにおける

のウォーカブ

前通り、その周

とを定義するこ

な活動を繰り

ーカブルで新

設置、路肩の

も利用しやす

 2 

が確保

イ、メ

月には

形成を

た、「米

路（通

4年度

辺活性

まちの

に取り

周辺、

い楽し

をする

の必要

ウォー

ル化を

周辺エ

ことは、

り

新た

の

す



 

1）米

米子

ことが

●交通

●交流

●ウォ

 

 

上記

スロー

左右に

する施

となっ

 

2）都

市民

子駅周

（図-

米子駅周辺の

子駅を中心と

ができる（図

通に関する施

流に関する施

ォーカブルに

記の分類によ

ータリー、右

に交通に関す

施設が配置さ

っている。 

都市施設の配

民だけでなく

周辺を効率的

-2）。 

の都市施設の

としてその周

図-1）。 

施設(桃色点

施設(黄色点

に関する施設

より、米子駅

右にタクシー

する施設が配

されており、

配置を考慮し

くJR利用者等

的に活用でき

の配置状況

周辺の施設を

点線)：米子駅

一般車

点線)：バスタ

米子コ

設(緑色実線

駅北側は米子

ー及び一般車

配置されてい

米子駅周辺

した都市機能

等の来訪者が

きるような配

図-1 ⽶⼦駅

を機能ごとに

駅、バスロー

車両地下駐車

ーミナル横広

コンベンショ

)：駅前通り

進路線』

子駅の正面に

車両乗降場、

いる。また左

辺が米子駅を

能のゾーニ

が利用しやす

配置を考慮し

駅周辺の都市機

に集約すると

タリー、タク

車場 

広場、だんだ

ンセンター

り、末広通り

、飲食店・

に駅前通り、

一般車両地

左右の交通に

を移動の発着

ング 

すい「人の集

しつつ、都市

能の配置状況

と、主に以下

クシー及び一

だん広場、米子

ー 

等『米子市

宿泊施設（

駅前通りに

地下駐車場出

に関する施設

着点として効

集う駅前」と

市機能ごとに

下の3つに分類

一般車両乗降

子市文化ホー

市ウォーカブ

（青色網掛け

に向かって左

出入口と米子

設の先に交流

効率的な施設

するために

にゾーニング

 3 

類する

降場、

ール、

ル推

） 

 

にバ

駅の

に関

配置

、米

した



 

① エ

都市施

公共

またJ

設はモ

動す

車に

②交流

都市施

賑わ

と緩や

また、

③拠点

都市施

エ

として

間と

地の他

※飲

的

エントランス

施設：米子駅

共交通の発着

JRとバスやタ

モビリティブ

る公共交通乗

も接続する。

流ゾーン 

施設：バスタ

米子コ

わい・交流の

やかなつなが

、人々が交流

点施設連絡ゾ

施設：駅前通

ントランスゾ

て機能する。

しての機能も

他の拠点をつ

飲食・宿泊に関

的なコンテンツ

スゾーン 

駅北口、バス

着点及び結節

タクシーなど

ブロックとし

乗り場として

。 

ターミナル横

コンベンショ

の場でありイ

がりを持つこ

流する場とし

ゾーン（ウォ

通り、末広通

ゾーン、交流

。駅前通りは

も強化するこ

つなぐ回廊と

関する施設はホ

ツとして機能す

スロータリー

節点であり、

ど交通機関へ

して設定し、

てアピールす

横広場、だん

ョンセンター

イベント・コ

ことで、人々

して設定する

ォーカブルゾ

通りの一部

流ゾーン及び

は、行き交い

ことで「人の

として、全体

ホスピタリティ

する。 

図-2 ⽶

ー、タクシー

駅前通りか

へ接続するゲ

バス、タク

するとともに

んだん広場、

ー 

コンベンショ

々がくつろい

る。 

ゾーン） 

びホスピタリ

い人々がそこ

の集う米子駅

体のウォーカ

ィブロックと

⽶⼦駅周辺のゾ

ー乗降場、地

からつながる

ゲートとして

クシー乗降場

に、市民の重

米子市文化

ョンの場とし

いだりイベン

リティブロッ

こで憩うこと

駅周辺」を実

カブル化の起

して設定し、ウ

ゾーン設定 

地下駐車場 

る米子市内へ

て機能する。

場は米子市内

重要な移動手

化ホール、 

して機能する

ント開催をす

ック（※）相

とのできるウ

実現するとと

起点となる。

ウォーカブルゾ

への玄関口と

交通に関す

内またその先

手段である自

る。周辺の飲

する空間とし

相互をつなぐ

ウォーカブル

もに、中心

 

ゾーンにおけ

 4 

して、

する施

へ移

家用

飲食店

して、

ぐ回廊

ルな空

市街

る日常

 



 

米子

てでは

の整備

であ

する駅

 

(2) 

1）現

 「駅

であ

道を合

●歩道

歩道

狭い

確保や

が点在

現状

とん

●車道

車道

され

運転に

 

 これ

歩くた

地をつ

 

 

 

子駅周辺の都

はなくゾーン

備効果を最大

る。回遊性を

駅前通りの歩

駅前通りウ

現状と課題 

駅前通り」は

り、幅員は1

合わせて25ｍ

道 

道幅員は4.5

ところでは3

やイベントの

在している。

状では、駅前

どで、散策し

道 

道については

る。その結果

につながる場

れらの状況を

ための環境を

つなぎ歩きた

都市機能は、

ンとして配置

大限に発揮す

を高めるため

歩行空間整備

ウォーカブル

は米子駅から

16ｍ、車道部

ｍ幅の往復四

5ｍとされて

3ｍ以下の場

の開催がしづ

。 

前通りを歩い

して通りを楽

は、両側に並

果、歩道側を

場合がある。

を鑑みるに、

を整え、駅前

たくなるウォ

、賑わい創造

置されている

するためには

めには、その

備、すなわち

ル化の方策

ら国道9号線

部幅員は13ｍ

四車線道路で

ているが、歩

場所もある（

づらい状態と

いているのは

楽しむ様子は

並ぶ飲食店へ

を通行する車

 

人々が集い

前通りと米子

ォーカブル空

図-3 現在

造に関する施

る。各ゾーン

は、発生する

の第一歩とし

ち、ウォーカ

に至る延長6

ｍ、両側の歩

である。 

歩道内に設置

図-3）。そ

となっている

は軒を連ねる

はあまり見受

への食材等の

車両の車線変

い憩い多様な

子駅、米子城

空間とするた

在の駅前通りの

施設が点在し

ンの起点に位

る人の流れの

して、米子駅

カブル化が必

682ｍの県道

歩道部の代表

置された街路

のため、歩道

る。歩道内の

る飲食店へ向

受けられない

の搬入のため

変更や2台が近

な活動を繰り

城跡、米子港

ための施策が

の道路構造 

し、それらの

位置する米子

の各ゾーン間

駅南北自由通

必要である。

道28号線米子

表的な幅員は

樹及び植栽

道を活用した

の車線側には

向かう人や駅

い。 

め路上駐車し

近接して並走

広げられる

港、角盤町と

が必要である

の各施設は点

子駅南北自由

間の回遊性が

通路の正面に

 

子停車場線の

は4.5ｍ、歩道

栽のレンガに

た憩いスペー

は電線共同溝

駅に向かう人

している車が

走するなど危

場となるた

いった中心

る。 

 5 

点とし

由通路

が重要

に位置

通称

道と車

より、

ースの

溝施設

がほ

散見

危険な

めに、

市街

 



 

2）人

●歩道

人に

を常時

活用す

施設

歩道

とで、

転車は

る。 

 

 

●車道

米子

車道部

折レー

た直進

このゆ

ゆ

が3台

が可能

確保す

も可能

 

 

人と車にやさ

道 

にやさしい歩

時3ｍ確保し

することがで

を設け、群と

道と車道の段

、訪れる人だ

は路肩に設け

道 

子停車場線の

部幅員を3.2

ーンを設け、

進部にバス停

ゆとりのある

とりのある路

台道路上に停

能となり、駅

することがで

能である。 

さしい三車線

歩行者空間と

したうえで、

できる（図-

として効率的

段差をできる

だれもが安心

ける専用帯を

の25ｍ幅に対

25ｍ、三車線

、直進車及び

停車場及び、

る荷捌きゾー

路肩幅員とす

停車していた

駅南方面から

できる。消防

線化の実現

とするために

残りの2.6ｍ

-4）。点在し

的に歩道空間

るだけ少なく

心して歩くこ

を通行するこ

対して、歩行

線分の空間を

び左折車はス

道路沿いの

ーンにより、

することで、

たとしても、

ら鳥取大学医

防用のはしご

図-4 三⾞

－ ウォーカ

に、歩道を現

ｍを必要に応

している共同

間を活用する

くし、バス停

ことのできる

こととし、歩

行者空間とし

を確保し、路

スムーズに通

の店舗へのた

車両は安全

交差点付近

路肩に退避す

医学部附属病

ご車（幅2.5ｍ

⾞線化後の道路

カブル化の方

現状の4.5ｍか

応じて賑わい

同溝施設の近

る。 

停留所付近は

るウォーカブ

歩行者がより

して11.2ｍ、

路肩を0.5ｍ拡

通行すること

ための荷捌き

全に通行する

近、直進部付

することによ

病院への向か

ｍ）、普通ポ

路構造イメージ

方策 

から片側5.6

い創出空間及

近傍に植樹ま

はバリアフリ

ブルな通りと

安全に歩け

13.8ｍを車

拡張する。交

とができる。

きスペースと

ることができ

付近ともに、

より、幅4ｍ

かう救急車（

ポンプ車（幅

6ｍとする。

及び植樹帯と

または植栽や

ー空間にす

する。また

けるように配

車道幅員とす

交差点付近で

交差点から

して利用す

きる（図-5）

幅2ｍ程度の

ｍ以下の車両

（1.9ｍ）の通

幅2.3ｍ）の

 6 

歩道

して

休憩

するこ

、自

配慮す

 

する。

では右

離れ

する。

。 

の車両

両通行

通行も

通行



 

 

 

 

道路

間に変

空間の

わい創

どの

駅前通

 

＜参考

三車

利用状

しゃん

県庁

六千台

間①～

交通量

 

路構造のウォ

変える第一歩

の賑わい創出

創出として、

ソフト面の実

通りのウォー

考＞国道53号

車線化に関す

状況を図-6

ん祭が開催さ

庁前交差点か

台から二万台

～⑦の道路構

量調査  箇所

ォーカブルを

歩である。米

出のために、

、沿道の店舗

実践が必須と

ーカブルゾー

号線 鳥取駅

する参考事例

に示す。①の

される「本通

から国道 9 号

台である。こ

構造及び 24

所別基本表か

図-5 

を図るという

米子市のゲー

まずはハー

舗の営業活動

となる。この

ーン化を推進

駅前本通りの

例として、J

の区間は県道

通り」（若桜街

号線までの区

この区間も区

時間交通量

から引用）を

荷捌きゾーン及

うことは、車

ートウェイで

ード面を変え

動との相乗効

のようなハー

進できると考

の三車線化お

JR 鳥取駅前交

道、②～⑦は

街道）を含む

区間④～⑦は

区間②と同様

量（平成 27 年

を表-1 に示す

及びバス停を備え

車中心の空間

である米子駅

えていくこと

効果や、ウォ

ード面とソフ

考える。 

および歩道拡

交差点から国

は国道 53 号線

む。 
は、24 時間あ

様に三車線で

年度全国道路

す。 

路肩（⾃

えた三⾞線化のイ

間を歩行者中

駅に接続する

とが必要であ

ォーカブルイ

フト面の両輪

拡張について

国道 9 号線秋

線の区間であ

あたりの交通

で運用されて

路・街路交通

⾃転⾞通⾏帯・荷捌

イメージ  

中心のやさし

る駅前通りと

あるとともに

ベントの開

輪の施策によ

て 

秋里交差点ま

あり、鳥取し

通量はおよそ

ている。図-6

通情勢調査 

捌きゾーン・バス停
歩道
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い空

いう

、賑

催な

り、

までの

しゃん

そ一万

に区

 一般

停）



 

 
JR

に四車

ーンが

の荷物

の交通

通行帯

直進

当時

慣れ

められ

区間

改修前

施設が

がわか

がバス

道・共

ある

車両

に示す

鳥取駅前か

車線だが、若

が加わった三

物等車両の停

通円滑化を目

帯を二車線化

・右左折・駐

時の新聞記事

るにしたがっ

れたとある。

間②における

前と比較す

が集約されて

かる。さらに

ス専用レーン

共同溝施設

と考えられる

両台数が 16

す。 

図-6 ⿃

から県道 192

若桜街道交差

三車線で運用

停車帯として

目的とした三

化し、直進車

駐停車車両の

事（昭和 63

って車両通行

。この点は参

る歩道拡張の

ると車道側に

ており、歩行

に、この歩道

ンであると強

・植栽の配置

る。 
6,000 台/日を

⿃取市内 ⿃取

号若桜街道

差点から市民

用されている

て機能してい

三車線化が昭

車両通行帯を

の混在による

年 6 月 9 日付

行時間が短縮

参考になる事

の例を図-8 に

に歩道が拡張

行者の妨げと

道拡張幅を利

強調されてい

置の工夫によ

を超える区間

取駅から国道9号

交差点（区

民会館交差点

る（図-7）。路

いる。この区

昭和 63 年に実

を確保するた

る事故防止・

付、山陰中央

縮され、かつ

事例である。

に示す。図-8

張されている

となりにくい

利用すること

いる。図-7 及

より、車両お

間の三車線の

号までの⾞線数

間①）は駅前

点まで（区間

路肩が 2ｍあ

区間は元々四

実施された。

ために右折レ

渋滞緩和を

央新報）によ

つ、通過交通

 
8 の左図が改

る。また、こ

い配置となる

とにより、歩

及び図-8 に示

および歩行者

の運用例とし

表

 

前通りとの交

間②）は片側

あり、バス停

四車線であっ

。具体的には

レーンとバス

を図るもので

よれば、『当初

通量が増加』

改修前、右図が

この拡張幅を

るように考慮

歩道側に設置

示されるよう

者の円滑な交

して、図-6 区

表-1 国道53号

交通をさばく

側一車線に右

停及び沿道店

ったが、若桜

は、四車線の

ス停車帯を設

であった。 
初は混雑した

』という効果

が改修後とな

を利用して共

慮されている

置されている

うに、区画線

交通が実現可

区間⑤の例を

号線の道路構造

 8 

くため

右折レ

店舗へ

桜街道

の車両

設け、

たが、

果が認

なる。

共同溝

ること

る車線

線・歩

可能で

を図-9

造と交通量  



 

 
 
 

 
  

 
 
2．期

駅前

下の

①歩行

歩道

える

によ

延長

②賑わ

歩行

期待される効

前通りを三車

ような 4つの

行者の安全確

道を拡張しバ

ことが想定

る『公共交通

も期待される

わいの創出 

行者利便増進

図-8

図-9

効果    

車線化し『人

の効果が期待

確保 

バリアフリー

される。すな

通機関の利用

る。 

進道路（ほこ

8 ⿃取市内 国

9 ⿃取市内 国

人と車にやさ

待される。

ーな空間とす

なわち、直接

用者数の増加

こみち）とす

国道53号線の歩

国道53号線の三

図-7 ⿃取市

（区間②

さしい』ウォ

することで、

接的な効果と

加』が期待で

することで、

歩道拡張と共同

三⾞線の⼀例

市 本通り 国道

② 右折レーン及

ォーカブルな

歩きやすく

として『歩行

できる。さら

目的地へ向

同溝施設配置の

（⿃取消防署東

道53号線の道路

及びバス停レーン

な空間を作り

くなり通りを

行者の増加』

らに、歩くこ

向かうための

の⼀例（⿃取市

東町出張所付近

路構造の⼀例 

ンの配置） 

り出すことで

を行き交う人

』と歩行者の

ことで健康寿

の手段として

市栄町） 

近） 
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で、以

人が増

の増加

寿命の

ての通



 

り道だ

増え

につな

「ほ

め歩道

が挙げ

ア）常

がい

トがで

●日常

P.6

設置す

を提供

   

 

●沿道

沿道

ンツの

イ）臨

●車道

臨時

とが出

ジを作

使用

広が

た米子

食店の

パフォ

だけでなく、

ることで、周

ながる。 

ほこみち制度

道空間の常時

げられる。 

常時利用 

いなロード完

できることが

常利用者の憩

6図-4 におけ

することで、

供する。 

    

道の飲食店の

道・周辺の飲

の提供による

臨時利用 

道へのウッ

時的に歩行空

出来る。自転

作ることで歩

し連続して設

がった歩行空

子駅前スト

のみならず出

ォーマンスを

、『駅前通り

周辺店舗に対

度」を活用し

時利用も可能

完成により、

が予想され、

憩いの場の創

ける「賑わい

、駅前通りを

の屋外席利用

飲食店では、

る事業拡大や

ドデッキの設

空間を広げる

転車通行帯と

歩道を拡張す

設置すること

空間の活用例

リートテラス

出店を希望す

を行うスペー

写真-1 歩⾏

そのものの

対する集客の

し道路占用許

能となる。常

、米子駅南口

駅前通りを

創出 

いを目的とし

を歩く人、ま

用 

、店内利用だ

やテイクアウ

設置 

ることで、常

として利用さ

する。可動式

とで、イベン

例としては、

スの本格開催

する米子市内

ースを設ける

⾏空間にグリーン

目的地化』

の効果もある

許可が柔軟に

常時、臨時で

口から米子港

を歩く人にく

した空間（2.

また沿道・周

だけでなく屋

ウトを主とす

常時より多く

される 2ｍの

式の床は、木

ント開催を視

、米子市が

催が挙げられ

内の飲食店に

る。 

ンやベンチを設置

につながる。

ると考えられ

になった駅前

で想定される

港や米子城跡

くつろぎの場

.6m）」に植木

周辺の飲食店

屋外席として

する店舗の新

くの人が訪れ

路肩に、可動

木のぬくもり

視覚的にアピ

「コロナ占用

れる。夜の時

にも機会を提

置した例 

。賑わい創出

れ、『周辺飲

前通りでは、

る活用方法と

跡、角盤町方

場を提供する

木鉢や人工芝

店を利用する

ての利用とい

新たな出店も

れる賑わい空

動式の床を張

りを感じられ

ピールできる

用特例」を利

時間帯に限定

提供し、音楽

出により歩く

飲食店の売上

賑わい創出

として以下の

方面を訪れる

ることができ

芝、ベンチな

る人々に憩い

いう新たなコ

も想定される

空間を演出す

張り出させス

れる木製デッ

る。 

利用して行っ

定せず、沿道

楽イベントな

 10 

く人が

増加』

出のた

のこと

るルー

る。 

などを

いの場

コンテ

。 

するこ

ステー

ッキを

ってい

道の飲

などの



 

  

 

 

こ

人々が

同時

の新た

●マー

私た

ップな

が集客

各店

公園

包括的

のよ

 

 

③拠点

 米子

ち、歩

化、ひ

写

 

うした非日常

が駅前通りに

に、イベン

たな価値創造

ーケットイベ

たち米子 YE

などの出店が

客のコンテン

を飲み食べ歩

・米子城跡、

的に賑わい創

うなイベン

点エリアへの

子駅を中心

歩行者の動線

ひいては市内

写真-2 ⾞道上

写真-4 姫路市

常的なイベン

に愛着を持ち

ト主催者と出

造につながる

ベントの開催

EG の事業で

があり、米子

ンツになるこ

歩きするイベ

、角盤町への

創造の場とな

トも提案した

の歩行者の動

とするエン

線が形成され

内観光の活性

上に設置したウッ

市 社会実験「ミ

    

ントを定期的

ち、日常的に

出店者、沿道

ると考える。

催 

である「よな

子の賑わい創

ことを実感し

ベント「よな

の誘導を想定

なる「まちな

たい。 

動線形成 

トランスゾー

れる。人の動

性化につなが

ッドデッキ 

チミチ」の様⼦

   

的に行うこと

に駅前通りが

道・周辺の店

 

ご・マルシ

創造に貢献し

している。ま

なごバル」を

定し、駅前通

なかまるごと

    

ーンを起点と

動線が確立さ

がる。 

写真-3 令

写真

とにより駅前

が人々の憩い

店舗の交流が

ェ」では、飲

している。その

また、米子商

を開催してい

通りも出店ス

とマルシェ」

とする交流ゾ

された状態は

令和2年度⽶⼦駅

真-5 令和2年

前通りを訪れ

いの場となる

が活性化しさ

飲食店や体験

の実績から、

商工会議所で

いる。そこで

スペースとし

や「まちな

ゾーンへの人

は、中心市街

駅前ストリートテ

年度よなご・マルシ

     

れるようにな

ことを期待

さらなる駅前

験型のワーク

、「食」や「体

では中心市街

で、米子駅～

して中心市街

なかよなごバ

 

人の流れ、す

街地としての

テラスの様⼦ 

シェの様⼦ 
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なった

待する。

前通り

クショ

体験」

街地の

～湊山

街地が

バル」

すなわ

の活性



 

④賑わ

ウォ

境を整

より、

出に

を通

生活の

口を惹

に新た

され

 

「駅

そのデ

り組む

歩行者

識改革

 

3．想

 駅前

れる

うな

（1）

 これ

に付随

車線

時的

辺道路

てい

そ

いては

を検討

 （2

 駅前

であ

 その

聴取

わい創造に関

ォーカブル推

整え、ほこみ

、中心市街地

より、個人や

じて新たなイ

のまちへとシ

惹きつける

たな賑わいを

ることにつな

駅前通り」と

デザインにま

むことで相乗

者中心の道路

革のきっかけ

想定される課

前通りを三車

ことも想定

ど解決の施策

円滑な自動

れまでは、駅

随する課題と

線減少のため

に渋滞する

路への迂回や

くものと考え

こで、駅前の

は、【検討資

討する必要が

2）沿道、近

前通りをウォ

る。新たな用

のために、【

と反映をする

関する好循環

推進事業を通

みち制度とい

地を活性化さ

や団体の関与

イノベーシ

シフトしてい

ことで地域間

を創出する

ながる。 

という公共空

まで、沿道の

乗効果を創出

路空間づく

けとなり得る

課題 

車線化するこ

される。以下

策を検討して

動車交通の確

駅前通りは車

としては従来

めの工事中三

ことも予想さ

や公共交通へ

えられる。 

の飲食店やイ

資料 1．】で

がある。 

近隣利害関係

ォーカブル空

用途・目的、

【検討資料 1．

る必要がある

環の形成 

通じて、歩道

いうソフト面

させようとす

与が増す。『

ョンが創出さ

いく。その魅

間競争力のみ

という、賑わ

空間に対して

の民間事業者

出しながらま

りをその第一

ることが最も

ことでプラス

下に想定され

ていく必要が

確保 

車両中心の空

来の通過交通

三車線道路供

される。しか

への転換によ

イベントを利

で記すように

係者の理解 

空間とするこ

三車線化へ

】に記すよ

る。 

道の拡張なら

面から賑わい

する動き、活

駅前通り』

されることに

魅力を磁力と

みならず国際

わい創造に関

て、そこに設置

者や地元の経

まちの姿を変

一歩とするウ

も期待できる

スの効果が期

れる課題を挙

がある。 

空間としてと

通量に対する

供用開始直後

かし、京都市

より、次第に

利用せず、単

実態調査、実

ことは、この

の周辺企業や

うな実態調

らびに車道の

い創出をする

活性化される

を中心に集

により、米子

として、さら

際競争力も向

関する好循環

置する施設や

経済団体が行

変えていく。

ウォーカブル

る効果である

期待されると

挙げた。各課

とらえられて

る渋滞という

後は、従来ど

市の四条通の

に道路構造に

単に駅前を道

実証実験の結

の通りの用途

や店舗の理解

査や実証実験

の削減という

る。ハードと

ることによる

う多様な人々

子市が『ひと

らに多様な人

向上する。こ

環が生まれる

や沿道の民間

行政と一体的

歩道拡張と

ル推進事業が

ると考えられ

と同時に、新

課題について

ていた。その

懸念がある

どおりの交通

の車線減少事

に応じた交通

道路として通

結果をふまえ

途・目的を変

解を得ること

験を行い、沿

うハード面か

とソフトの両

る新たな関与

々の出会いや

と中心』の豊

人“財”や関

この競争力が

る都市として

間建物の在り

的かつ持続的

と車線削減と

が、米子市民

れる。 

新たな課題が

て、社会実験

のため、三車

る。 

通量流入によ

事業のように

通量に最適化

通過する車両

え面的な交通

変えるという

とが必須とな

沿道の人々の
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から環

両輪に

与の創

や交流

豊かな

関係人

がさら

て確立

り方、

的に取

という

民の意

が生ま

験を行

車線化

より一

に、周

化され

両につ

通処理

うこと

なる。 

の意見



 

（3）

駅前

けれ

を利用

世帯当

般社団

圏域住

自動

米子の

 また

それぞ

くこ

ため

なる場

はない

 

【参考

 

 

図-10

から各

駐車場の確

前通りに集い

ばならない。

用することは

当り自動車普

団法人自動車

住民にとって

動車が、公共

の拠点に賑わ

た、「『新商

ぞれウォーカ

ととしてい

には、各拠点

場を設ける

いかと考える

考】 

0 に示すよう

各拠点を結ぶ

確保 

いウォーカブ

。米子駅には

は、米子駅周

普及台数 1.4

車検査登録情

て自動車は必

共交通や自転

わいを創出す

商都米子』の

カブル推進路

る。中心市街

点へ人々が訪

ことで、人々

る。 

うに、中心市

ぶ路線、また

ブルな空間を

は、鉄道、バ

周辺に足を運

449 台（全国

情報協会 New

必要不可欠な

転車、ウォー

するための重

のまちづくり

路線を設定し

街地に設定さ

訪れる必要が

々が拠点へ行

市街地の中心

た拠点同士を

図-10 ウ

を楽しむため

バス、タクシ

運ぶ非常に有

国 14 位）」（

ws Release 

な移動手段と

カブルなま

重要な要素で

り 2022」では

しているほか

されたエリア

がある。各拠

行きやすく、

心に駐車場（

を結ぶ路線を

ウォーカブルシティ

めには、人々

シーの発着点

有用な手段で

（令和 3年 3

より）からも

となっている

ちなみと共存

である。 

は、中心市街

か、皆生温泉

アや皆生温泉

拠点を結ぶ路

また拠点間

兼イベント広

を設定する。

ィ広域計画図

々は駅前通り

点があり、そ

である。しか

月末現在）と

もわかるよう

る。 

存する仕組み

街地を 3 つの

泉のまちづく

泉が一つの拠

路線と、各拠

間をめぐるこ

広場）を設置

それにより

 

りまで足を運

それらの公共

かし、「鳥取県

というデータ

うに、米子市

みを作ること

のエリアに分

くりも推進し

拠点として賑

拠点への発着

こともできる

置し、まちの

り、人が自然
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運ばな

共交通

県の 1

タ（一

市民や

とは、

分け、

してい

賑わう

着点と

るので

 

の中心

然と集



 

まって

せ持続

 

IV．

 駅前

を創

ある。

が中心

また

子市

子』の

のエ

づく

の拠点

各拠点

るこ

通や

いを創

なるま

とがで

な空間

 「

りま

につい

の実現

ていき

 

 

 

 

 

 

 

 

てくるような

続可能なまち

おわりに 

前通りにおけ

出するだけで

。その実現の

心となり関係

た、私たちが

内の拠点が広

のまちづくり

リアに分け、

りも進める

点として賑わ

点への発着点

ともできる。

自転車、ウォ

創出する一つ

まちなか」を

できるのでは

間が実現でき

ウォーカブル

とめることが

いての理解を

現に向け、私

きたい。 

な「居心地が

ちづくりが可

ける「人と車

でなく米子市

のためには、

係者が連携し

が基本理念に

広域でつなが

り 2022」では

、それぞれウ

こととなって

わうためには

点となる場を

。米子市民の

ォーカブルな

つの手段であ

をつくり、ま

はないか。「

きる施策につ

ルシティ米子

ができたこと

を深める良い

私たち地元企

が良く歩きた

可能となると

車にやさしい

市が策定する

、期待される

して検討し、

に掲げる「人

がり、まち全

は、中心市街

ウォーカブル

ている。中心

は、各拠点へ

を設けること

の重要な移動

なまちなみと

ある。人が自

まちの魅力向

「ウォーカブ

ついて、今後

子」実現への

とは、私たち

い機会となっ

企業の成長、

 

たくなるまち

と考える。

いウォーカブ

る米子駅周辺

る効果の検証

取組を進め

人の集うまち

全体が賑わう

街地を「米子

ル推進路線を

心市街地に設

へ人々が訪れ

とで、人々が

動手段となっ

と共存する仕

自然と集まっ

向上をさせて

ルシティ米子

後も継続して

の動きが本格

ち米子 YEG の

った。米子 Y

、そして地域

ちなか」をつ

ブル空間の実

辺ウォーカブ

証、想定され

めていくこと

ちづくり」は

うことを目的

子駅周辺」「角

を設定してい

設定されたエ

れる必要があ

が拠点へ行き

っている自動

仕組みを作る

ってくるよう

ていくことで

子」実現に向

て提言を行い

格化してきた

の掲げる基本

YEG は、今後

域経済の発展

つくり、まち

実現」は、駅

ブル推進事業

れる課題の解

とが必要であ

は、米子駅周

的としている

角盤町周辺」

いる。また、

エリア、また

ある。各拠点

きやすく、ま

動車も活用し

ることが、米

うな「居心地

で持続可能な

向けて、広域

いたいと考え

た令和 4 年度

本理念「人の集

後も、「人の

展をもって、

ちの魅力向上

駅前通りの賑

業の重要な要

解決のため米

ある。 

周辺のみなら

る。「『新商

」「米子港周

皆生温泉の

た皆生温泉が

点を結ぶ路線

また拠点間を

しながら、公

米子の拠点に

地が良く歩き

なまちをつく

域でウォーカ

えている。 

度に本提言書

集うまちづく

の集うまちづ

米子市に貢
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上をさ

賑わい

要素で

米子市

らず米

商都米

周辺」

のまち

が一つ

線と、

をめぐ

公共交

に賑わ

きたく

くるこ

カブル

書をと

くり」

くり」

貢献し



 

【検

 

１．

「人

か検証

査と実

 実態

通り

ある。

実現可

 以下

（1）

ア）駅

 現在

課題

イ）駅

 現状

つい

ウ）市

 駅前

の交

（2）

ア）駅

一昨

トが

ォー

イ）交

 駅前

ホー

ウ）車

 模擬

車の

して

 
調査

によ

討資料】 

実態調査、

人と車にや

証するため、

実証実験を行

態調査では、

ウォーカブル

。実施後はデ

可能な「駅前

下に検証に有

実態調査（

駅前通りの交

在の交通量が

題となるであ

駅前通り沿道

状の人通り、

いて調査する

市民へのヒア

前通りの利用

交通手段につ

実証実験（

駅前ストリー

昨年度、今年

があることを

ーカブル推進

交流ゾーンと

前通りから米

ール等と連携

車線制限を伴

擬的に三車線

の流れ、また

ては、広島市

査、実験は、

るパブリック

実証実験の

さしい三車線

、また想定さ

行うことが必

、期待する調

ル推進計画」

データ収集

前通りウォー

有効と考えら

（案） 
交通量調査 
がどの程度か

あろう交通量

道に店舗を構

、課題やウォ

る。 
アリング調査

用状況、ウォ

ついて調査す

（案） 
ートテラスの

年度行われた

を市民に印象

進の検証に利

との連携イベ

米子駅周辺の

携したイベン

伴うウォーカ

線を作り出

た人の流れが

市の「紙屋町

、米子市、ま

クマインドを

の実施 

線化」が「駅

される課題が

必要である。

調査結果をあ

」の検証をす

と分析、考察

ーカブル推進

られる実態調

か、また時間

量を調査する

構える関係者

ォーカブルな

査 
ォーカブルな

する。 

の継続 
た駅前ストリ

象付ける。ま

利用する。

ベントの開催

の交流ゾーン

ントを行い、

カブルイベン

し、また歩道

がどのように

町八丁堀公共

また駅前通り

を持った民間

駅前通りのウ

がどのように

 
あらかじめ定

するとともに

察を行い、実

進計画」へと

調査、実証実

間帯、曜日に

る。 
者へのヒアリ

な通りになっ

な通りになっ

リートテラス

また、併せて

催 
ンへの誘導を

ゾーン利用

ントの開催

道を広くし道

に変化するの

共空間活用社

りを所有する

間事業者によ

ウォーカブル

に解決される

定め、調査後

に、目的に則

実態調査同様

と発展させる

実験を挙げる

によって変わ

リング調査

った場合に期

った場合に期

スを継続し、

て過去のイベ

を図るため、

用の連続性に

道行く人の憩

のかを検証す

社会実験」が

る鳥取県だけ

よって行われ

ル推進」に有

るかを検証す

後は分析、考

則した社会実

様計画の検証

る。 
る。 

わるのか等、

期待する効果

期待する効果

駅前通りを

ベントの分析

だんだん広

について検証

憩いの場を作

する。歩道拡

が挙げられる

けでなく、プ

れることでよ

有効な施策で

するため、実

考察を行い

実験を行う必

証に利用し、

ウォーカブ

果や懸念事項

果、駅前通り

を利用したイ

析、検証を行

広場や米子市

証をする。 

作ることによ

拡張の参考事

る。 

プロポーザル

より質の高い
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である

実態調

「駅前

必要が

より

ブルの

項等に

りまで

イベン

行いウ

市文化

よって

事例と

ル方式

いもの



 

にな

 
2．米

 この

活性化

を統一

駅周辺

ーデ

ちなん

であ

（1）

エ

る。い

ントが

冬季の

より

厳しい

 そ

の全天

とと

屋根空

ーシ

る米子

 また

供し、

も可能

 

 
 

ると考える。

米子駅周辺の

の度、駅前通

化にこのゾー

一することに

辺の「城」に

ン、駅前広場

んだコンセプ

ると考えるた

駅北広場 

ントランスゾ

いわば、駅前

が開催されて

の日照時間が

としたイメー

い。温暖な気

こで、山陰の

天候型広場と

もに、年間を

空間があるこ

ョンを組み合

子がいな祭で

た、屋根のあ

、人の滞留に

能である。 

写真-6 

。 

の整備 

通りのウォー

ーン分けを活

により、その

に関連したコ

場の眺望デッ

プトを展開

ため、今後の

ゾーンの中心

前通りへ誘導

ていると、そ

が少なく、降

ージがついて

気候、とは言

のゲートウェ

とすることを

を通じてのイ

ことで、冬季

合わせたマル

では、降雨時

ある駅北広場

につながる。

博多駅⼤屋根

ーカブル推進

活用していた

の連続性を強

コンセプトが

ッキをキャッ

している。米

の検討事項と

心となるJR米

導するゲート

その空間に人

降雨や降雪が

て回る。夏季

言い難い印象

ェイとしてふ

を提案する。

イベント開催

季には、月イ

ルシェイベン

時においても

場に大型ビジ

この大型ビ

と⼤型ビジョン

進のためにゾ

ただきたいと

強調すること

が挙げられる

ッスルビュー

米子城跡に注

としていただ

米子駅から駅

トウェイの役

人をとどめる

が多い山陰地

季には、西日

象がある。

ふさわしい広

これにより

催が可能とな

イチマルシェ

ントを開催す

もがいな万灯

ジョンを設置

ビジョンはデ

 

ゾーンの設定

と考える。ま

とができる。

る。姫路市は

ーなどとして

注目が集まる

だきたい。

駅前通りにつ

役割を担う。

ることができ

地方では、ど

日本の都市ら

広場とするた

り、米子に訪

なり、賑わい

ェや、クリス

することがき

灯を実施する

置することで

デジタルサイ

写真-7 博多駅

定をしたが、

また、各ゾー

例として、

は、駅前広場

て、世界遺産

る今、参考と

つながる空間

駅を出てす

きる。山陽地

どうしても曇

らしく40度を

ために、駅北

訪れる人を優

い創出を図る

スマスマーケ

きる。米子の

ることができ

で、ひととき

イネージとし

駅マーケットイベ

ぜひ米子駅

ーンのコンセ

姫路市の JR

場をキャッス

産である姫路

となるコンセ

間が駅北広場

すぐの広場で

地方と比較し

曇り空という

を超え、日差

北広場を屋根

優しく迎え入

ることができ

ケットとイル

の夏の風物詩

きる。 

きのくつろぎ

して利用する

ベントとイルミネー
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駅周辺

セプト

R姫路

スルガ

路城に

セプト

場であ

イベ

て、

どん

差しが

付き

入れる

る。

ルミネ

詩であ

を提

こと

   

ション 



 

 
（2）

 JR米

居して

活性化

ある。

 ウォ

歩く

を図

憩いの

 鉄道

宮沢賢

であ

 これ

れるの

ンイベ

グル

その

ングの

米子

だん広

とどま

 

だんだん広

米子駅を出て

ているグルメ

化につながる

。 

ォーカブル化

ことが目的な

るためには、

の場所が必要

道モニュメン

賢治の「銀河

るシンボルと

れを活用した

のは、サーチ

ベントである

ルメプラザに

ものを目的地

のようなイベ

子の夏の風物

広場も含めた

まり、憩える

広場  

て右に進むと

メプラザがあ

るポテンシャ

化が進められ

なら人々は公

、イベントへ

要である。 

ントは、山陰

河鉄道の夜」

ともいえる。

たイベントに

チライトを使

る。 

については、

地化する。広

ベントの開催

物詩「米子が

た一体的な活

る広場とした

とだんだん広

ある。このだ

ャルがある。

れ、歩きやす

公園やジムな

への参加、シ

陰鉄道発祥の

を想起させ

 

により、全国

使用した光の

全国的に展

広場では、冬

催も可能であ

がいな祭」で

活用が可能と

たい。 

写真-8 博

広場がある。

だんだん広場

一つは鉄道

すくなったと

など、運動が

ショッピング

の地として設

せる。米子が

国の鉄道ファ

のレールや、

展開している

冬場のイルミ

ある。 

では、従来の

となる。鉄道

博多駅クリスマス

だんだん広

場は、交流ゾ

道モニュメン

しても、それ

ができる場所

グやカフェの

設置された（

が交通の要衝

ァンの集客に

アニメ銀河

るカフェや店

ミネーション

の駅前通りの

道利用者以外

スマーケットイベン

 

広場には飲食

ゾーンの一つ

ント、一つは

れだけでは人

所へ向かう。

ような、楽し

（米子市観光

衝であり、山

につなげる。

河鉄道999との

店舗を誘致し

ンやプロジェ

のみならず、

外の集客も図

ト 

食店と事業所

つとして、駅

はグルメプラ

人は集まらな

駅周辺の活

しむための場

光協会）もの

山陰の交通結

例として考

のコラボレー

し、だんだん

ェクションマ

駅北広場、

図ることで、
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所が入

駅前の

ザで

ない。

活性化

場所、

で、

結節点

考えら

ーショ

広場

ッピ

だん

人が



 

 
 
 

  
 
（3）

現在

一般車

正面に

車両か

に設け

駅正

間と

ーと併

 

写真-

モビリティ

在の米子駅は

車両の昇降場

には駅北広場

からの昇降場

ける（図-11

正面からずら

して開放し、

併せて、エン

写真-11 博多

-9 広場（姫路

たカフェ

ィブロック 

は、駅を出て

場が設けられ

場を配置し、

場、タクシー

1）。 

らした位置に

、米子がウォ

ントランスゾ

多駅前広場イル

路駅キャッスルガ

（階段後⽅にカ

 

て左手にバス

れていた。こ

タクシーと

ー乗り場、車

にタクシーと

ォーカブルシ

ゾーンの中の

ルミネーション 

ガーデン）に併設

カフェ） 

   

   

スロータリー

これを（1）

と一般車両の

車の地下駐車

と一般車両の

シティである

のモビリティ

設され

ー、正面とや

の駅北広場の

の乗り場を駅

車場への進入

の動線を移す

ること強調す

ィブロックと

写真-10 姫

プロ

写真-12 だん

やや右手にタ

の施策と併せ

駅右側への配

入路は、米子

すことで、駅

する。駅左手

とする。 

姫路駅キャッスル

ロジェクションマッピ

んだん広場の鉄道

クシー乗り

せて、駅から

配置とする。

子郵便局側に

駅正面を歩行

手のバスロー

ルガーデン 

ピング 

道モニュメント 
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場と

ら出て

一般

新た

行者空

タリ

     



 

 
この

発着点

か、い

駅構内

北広場

れた観

の到着

（写真

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

のモビリティ

点である。公

いつ次の便が

内または駅を

場」「コンベ

観光客にとっ

着口に設置し

真-16）。 

写真-13 JR天

ィブロックは

公共交通の利

がでるか、ど

を出てすぐの

ベンションセ

ってもわかり

してあるデジ

図-11 

天王寺駅の床⾯

は、エントラ

利便性を向上

どこに向かう

の足元に「高

センター」と

りやすい案内

ジタルバス時

 

タクシー乗り場及

⾯案内サイン

ランスゾーン

上させるため

うか、といっ

高速バス」「

といったカラ

内表示となる

時刻表も分か

及び⼀般⾞両の

ンから市内や

めの重要な要

た情報のわか

「路線バス」

ラー舗装表示

る(写真-13～

かりやすい案

の進⼊路の配置

写

や観光地へ向

要素は、どこ

かりやすさで

「タクシー」

示があると米

～写真-15)。

案内表示とし

置イメージ 

写真-14 改札⼝

向かう公共交

こに行けば乗

である。例え

」「一般車」

米子駅を初め

また、米子

して参考とな

⼝案内 
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通の

れる

えば、

「駅

て訪

空港

る



 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
（4）

エ

コンベ

誘導

き歩道

モビ

には

より、

 

 

 

（5）

駅前

回を促

従来の

置され

 コ

写

エントラン

ントランスゾ

ベンションセ

をスムーズに

道を提案する

リティブロッ

目的地（バス

、来訪者にも

駅前通り〜

前通りからコ

促すとともに

の対面２車線

れた例がある

ンベンション

写真-15 品

写真-17 JR熊本

ンスゾーン〜

ゾーン（米子

センター）、

に行うために

る。屋根及び

ックや交流ゾ

ス乗り場、コ

も優しい誘導

〜末広通り 

コンベンショ

に、歩行者に

線の道路を一

る（写真-19

ンセンター方

品川駅の床⾯案

本駅⽩川⼝の屋

〜交流ゾー

子駅）から交

ウォーカブ

に、歩道環境

び天井材には

ゾーンへ温か

コンベンショ

導を演出でき

ョンセンター

にとって歩き

一車線化した

9～20）。 
方向から駅前

案内サイン 

屋根付き歩道

 

ン  

交流ゾーン（

ブルゾーン

境整備の一環

は県産材また

かくもてなす

ョンセンター

きる。 

      

ーに抜ける通

きやすい空間

たうえで歩道

前通りへ流入

（駅北広場、だ

（駅前通り）

環として、山

たは木目調の

す。天井には

ー等）に応じ

       

通りを車両一

間とする。岡山

道空間、街路

入する車両を

写真-16

写真-18 JR

だんだん広場

、モビリテ

山陰の気候に

のパネルを使

は暖色系の照

じたカラー舗

一方通行とし

山市の県庁前

路樹、自転車

を制限しつつ

⽶⼦空港のバス

R⾦沢駅⻄⼝歩

場、文化ホー

ティブロック

に配慮した屋

使用すること

照明を設け、

舗装をするこ

し、駅前から

前通りの例で

車専用通行帯

つ、コンベン

ス時刻案内表⽰

歩⾏者専⽤通路
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ール、

への

屋根付

で、

足元

とに

の迂

では、

帯が設

ショ

⽰ 

路 



 

ンセ

でき

れる。

 

 
 

ンターの立体

る。車と共存

。 

写真-19 岡

体駐車場への

存し、人と車

岡⼭県庁通りの

の動線を確保

車が安全にそ

の⼀⾞線化 

保することで

それぞれの通

   

で、駅周辺の

通行空間を利

写真-20 岡⼭

の駐車場を分

利用できるよ

⼭駅前イオン ⼀

分散化するこ

ような整備が

⼀⾞線化道路 
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とが

望ま

    


